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大平遺跡Ⅱ

下記の箇所の訂正をお願い致します。

記

9頁　下から8行と9行の間の空白部分に追加

※　炉跡から西へ約1m、標高72．04mで採取した炭化物試料の年代測定を実施した。床面

付近で集中して出土した黒曜石剥片と同じレベルである。（付編参照）



静岡県埋蔵濃健財調姦研究所謂姦報恩　第は集

＿＿‥ll‥lllこ：こ＿∴

、ここ溝㌔

lll－1

平成は年度東駿河清環状道路建設工事こ伴う

埋蔵濃偲財発掘調姦報告書

フニ√二　∴

財団法太静岡県埋蔵渡健財調姦研究所



亨

東駿河湾環状道路は沼津、三島市街地の慢性的な交通渋滞を緩和する目的で建設が計画された広域道

路であり、沼津市岡宮から愛鷹南麓、長泉町、箱根西麓を経由して函南町の熱函道路に至る予定である。

この地域は、古くから多くの埋蔵文化財包含地として知られており、道路建設予定地内にも多くの遺跡

が存在している。

大平遺跡は、平成7年度から平成8年度にかけて第I期の調査が行われ中世後半から近世にかけて営

まれた墓地が検出されている。今回の第Ⅱ期調査でも、15世紀後半から16世紀初頭のかわらけを伴う集

石墓が検出された。

また、今回、弥生時代前期末の遣物を伴う住居跡が1軒検出された。静岡県内で、この時期の住居跡

がはっきり検出されたのはこれが初めてであり、今回の調査は今後の研究進展の一助となることであろ

う。

近年、静岡県内では開発行為に伴う埋蔵文化財の発掘調査が多数行われ、膨大な遺跡資料が記録とい

う形で保存、蓄積されてきている。これらの貴重な文化財が研究、教育等、幅広い分野で活用され、文

化財に対する理解と保護に役立っていくことを期待する。

最後に、調査ならびに本書の作成にあたっては、国土交通省をはじめとした関係機関各位に多大なる

援助◎協力を受けた。この場を借りて深く御礼申し上げる次第である。また、現地作業e資料整理に関

係した多くの方々に心からの感謝の意を表したい。

平成13年9月

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長　斎　藤　　忠
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1。本書は静岡県駿東郡長泉町南一色に所在する大平遺跡の第2次発掘調査報告書である。

2。現地発掘調査は平成12年度東駿河湾環状道路建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査業務として、国土

交通省中部整備局沼津工事事務所の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、財団法人

静岡県埋蔵文化財調査研究所が、平成12年4月より6月まで実施した。

3。資料整理は平成13年4月より平成13年6月まで実施した。

4。調査体制は以下の通りである。

平成12年度　現地調査

所長　斎藤　忠　　副所長　山下　晃　　常務理事　伊藤友雄　　調査研究部長　佐藤達雄

調査研究部次長　及川　司　　調査研究二課長　篠原修二

総務課長　杉木敏雄　　会計係長　大橋　薫

主任調査研究員　佐野暢彦　　技術員　水上綾子

平成13年度　資料整理

所長　斎藤　忠　　副所長　山下　晃　　常務理事　粂田徳幸　　調査研究部長　佐藤達雄

調査研究部次長　栗野克巳　及川　司　　調査研究三課長　飯塚晴夫

総務課長　本杉昭一　　会計係長　大橋　薫

主任調査研究員　佐野暢彦　　主任技術員　水上綾子

5．本書の執筆は第1章第1節を佐野暢彦、その他を水上綾子が担当した。

6。放射性炭素年代測定は㈱パレオeラボに委託し、測定結果は付編として掲載した。

7。銭貨の保存処理は、当研究所清水整理事務所で行った。

8。本書掲載の遺物写真は、当研究所三島整理事務所において水上が撮影した。

9。銭貨の分類は、当研究所岩名建太郎調査研究員によった。

10。石材鑑定は、当研究所森嶋富士夫技術員によった。

11。本書の編集は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所が行った。

12。発掘調査資料は、静岡県教育委員会文化課が保管する。
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上　前回調査では、調査対象地内を町道と地割を境として、便宜的に西から1区e2区◎3区と区分け

して調査を行った。今回調査対象となった4，200I産の範囲は前回調査で2－2区と設定された範囲で

あるが、混乱を避けるために新たに4区として調査を行った。

2。前回調査では、建設予定道路のセンターラインを中心軸（Fライン）として10mxlOmのグリッド

を設定した。今回の調査でも同様にグリッドを設定し、北西隅を原点に南北方向にアルファベット、

東西方向に数字を付して、グリッド南西隅の杭名をグリッド名とした。

F…21グリッド杭の国土座標は（Ⅹニー94554。852，Y＝36330．153）、F－24グリッド杭の国土座標

は（Ⅹ＝－94568．121，Y＝36357．059）である。

3。中世墓の推定範囲は茶色の線で示した。

4。遺物e遺構の観察表e計測表において、推定値e復元値には括弧を付して表記した。

5．土器の色調は、新版『標準土色帖』（農林水産省農林水産技術会議事務局監修1997年版）を使用し

た。

6。本文中で使用する遺構e遺物の略号は下記の通りである。



序

例言

凡例

眉I章　一間在の概要……‥‥…・・‥　‥‥‥‥‥…‥　‥…　………‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥…　‥つ

第1節　調査に至る経緯………………………………………………………‥・……………………1

範二日前　調音の方法‥‥　‥‥‥‥‥…‥・‥‥‥　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　…‥‥…‥…‥‥‥‥‥‥‥‥1

第3節　調査の経過…………………………………………………・・………………………………・1

第4節　土層…………………………………………………………………………………………‥　2

第Ⅱ章　弥生時代の遺構と遺物…………………………………………………………………………・9

第Ⅲ章　中世の遺構と遺物…………………………………………………………………………・…‥16

第Ⅳ章　中世以降の遺構…………………………………………………………………………………27

第Ⅴ章　まとめ…………………………………………………………………………………………‥30

付編　放射性炭素年代測定……………………………………………………………………………‥・35

写真図版

揮河田次

第1図　土層概念図‥…………………………‥………………‥………………………………………　2

第2図　遺跡周辺地形図…………………………………………………………………………………　3

第3図　グリッド配置図…………………………………………………………………………………　4

第4図　時代別遺物分布範囲……………………………………………………………………………・5

第5図　土層堆積状況図…………………………………………………………………………………　7

第6図　弥生時代遺構e遺物分布図………………………………‥……………………・…・…………11

第7図　1号住居跡実測図…………………………・…………………………………………………‥12

第8図　1号住居跡出土遣物実測図……………………………………………………………………・13

第9図　弥生時代出土遣物実測図………………………………………………………………………・14

第10図　中世遺構分布図…………………………………………………………………………………18

第11図　1号墓。2号墓実測図…………………………………………………………………………・19

第12図　3号墓◎4号墓実測図…・…………・…………………‥…0…………………………………・・20

第13図　5号墓◎6号墓実測図…………………………………………………………………………・21



．1、く　　′ノ・ノ∴ノノ、′；一十くl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′．；

ら一：く　机上、工畔、く－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！三

‘十；、′く　il‾吉互t、′・中く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

1、1．ご：二工－∴　－二言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿′

吊・｝1．く－　iノl L′年、く；言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　霊

、ノ、～言．．′ノ言言．！ミ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ト．

皇」：Y J一日、′ら！、ここ：一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三こ、

二／三二t尋：ニ　ー、′′：二

；．工六　　号ノ1日－′一告′「六　一高言　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：：

・∴‘上土　十、′　・誹了工！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴

11日ニ　′言言‥1、！、：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴

」言、か′一言．－●信！豆二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日

第5表　中世墓出土礫観察表………………………………………………………………………………㌶

第6表　銭貨観察表……………………………………………………………………………………………飢

工′上　一　一：早年二上表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′㍉

工こく∴　　上l月表＿　　　　　　　　　　Y　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′f二

′イ言；火　　力．．・・′・＝一穴（′一　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　三′′

写真柳版

図版1

図版2

且

鼠

3

1

且

3

1

1

3

5

1

1

3

1

1

1

遺跡遠景（南より）

1号住居跡全景（東より）

鼠号住居跡炉跡土層堆積状況（南より）

1号墓検出状況（北より）

2号墓検出状況　北よ男

2号墓遺物出土状況（2）（北より）

3号墓◎4号墓検出状況（北より）

5号墓検出状況（北より）

5号墓遣物出土状況㈲（北より）

5号墓遺物出土状況（3）（南よの

6号墓検出状況（南より）

土坑（SF3～16）検出状況（酋よの

2号士坑検出状況（西より）

弥生時代遺物（1）

弥生時代遺物（2）

中世遺物

2　調査区全景（北より）

2　1号住居跡遺物出土状況注目西より）

4　五号住居跡遺物出土状況彊日南よの

2　且号墓遺物出土状況（東より）

2　　号墓遺物出土状況托）南よの

2　3号墓遺物出土状況　北よの

2　5号墓士層堆積状況（北より）

4　5号墓遣物出土状況（2）（南より）

2　8号墓検出状況　西よ男

2　士坑（SF17◎19～21）検出状況（東より）

4　25号士坑検出状況（西より）



第亙車　調壷の概要

第盈節　調轟に至る経健

静岡県東部の三島、沼津、駿東地域は、首都圏から東海道新幹線で約且時間の距離にあり、富士◎伊

豆◎箱根の観光の拠点として、また、古くから東西を結ぶ交通の要所として発展してきた。近年では首

都圏から近いということもあいまって、通勤◎企業進出という面からも急速な発展をみている。これら

のことから、通行する車両も増加の一途をたどっており、主要幹線道路は慢性的な渋滞に悩まされてい

る。東駿河湾環状道路はこのような渋滞を緩和するために計画された、東名高速道路沼津インターチェ

ンジから愛鷹山麓、長泉町で黄瀬川を越えて箱根山西麓の三島市に入り、国道1号線を横断した後、函

南町平井の熱函道路に接続する総延長約15kmの高規格幹線道路である。

道路建設計画とともに、対象地域の埋蔵文化財包含地の調査が行われてきた。路線範囲となる市町村

教育委員会により、周知の遺跡および遺跡の可能性のある地点のリストアップが行われ、それを受けて、

静岡県教育委員会文化課、市町村教育委員会、当研究所の3者によって現地踏査が行われた。その結果、

40数カ所について、当研究所が調査に当たることになった。

太平遺跡は、平成7年度に確認調査、平成7年度から平成8年度にかけて本調査、平成9年度に資料

整理を行っている。今回調査が行われた、前回の調査で2…1区、3区と呼んでいた調査区の間に広が

る4，2脚最は淘　遺跡内に残っていた未買収地の買収完了を待って同時に調査する予定であった。しかし、

平成は年度に、委託者である建設省中部地方建設局沼津工事事務所（当時）からの本調査を進めたいと

の意向を受け、指導機関である静岡県教育委員会文化課、当研究所の3者による協議の結果、この部分

だけを先に調査することになった。

こうして、平成12年4月から調査が行われることになった。

第2節　調壷の潜法

調査は重機による表土除去から始め、並行して調査区の東西及び南壁際に幅約1mのトレンチを設定

し、基本士層の確認を行った。トレンチ調査により調査区の中央と南東隅に河遺跡を確認できた。中央

の河遺跡を境として南側に中世、北側から弥生時代の遺物が出土したので、調査も河遺跡南側の中世面

と北側の弥生面とに分けて進めた。南側は遣物が出土した砂礫層上面までの中間層を重機で除去し、遣

物出土地点を中心に人力で遺構検出を行った。北側では弥生土器が出土した酋トレンチの側から人力掘

削を進め、遺構検出を行った。遺構図面、土層図面は1／20、1／10の縮尺図面を作成した。写真撮影は35mm

カラーネガ㌦モノクロのリバーサルを主体に行い、必要に応じて6×7判モノクロによる撮影を行った。

遺跡の全体写真は㈱シン技術コンサルに委託し、ラジコンヘリコプターによる空中撮影を行った。

第3節　調姦の経過

温色　現地調査

12年度調査は4月1日］より開始した。翌12日から重機による表土除去を行い、中世以降の土坑を16基

検出した。南トレンチより銭貨とかわらけ片が出土し、前回調査と同時期の遺構が存在する可能性が考

えられた。遺構確認は後目行うこととして、出土状況を記録して遺物を取り上げた。河遺跡を挟んで南

一一一1－111



側に中世、北側に弥生の包含層が堆積していることが判明したので、調査は北側の弥生面から始め、5

月のゴールデンウイーク明けからは、南側の中間層を重機により除去する作業を並行して行うこととし

た。弥生土器の出土した暗褐色砂層を人力により掘削を行ったところ、土器や黒曜石剥片が集中して出

土した。さらに焼土跡が確認され、住居跡である可能性が高まった。ここで北側弥生面の調査を一時停

止し、南側の中世面の調査を開始した。中世の遺物が出土した暗褐色砂層、砂礫層はI－23・24、H－

24グリッドに拡がっていた。遣物の出土を手がかりに遺構の確認を行い、8基の中世墓を検出した。6

月に入ると雨天で作業中止になる日が多くなった。北側の弥生面調査を再開するが、検出面が砂層のた

め住居のプラン確認はかなり困難であった。住居跡の調査を終え、調査区全体の空中写真撮影を行った。

遺構の実測作業、写真撮影を終了し、7月3日に調査を完了した。

2．整理作業

平成13年4月3日より整理作業を開始した。現地で記録した実測図面から遺構図版・遺跡全体図版等

を作成した。遺物については、土器は現地作業と並行して水洗・注記作業を行ったので、接合・復元作

業から始め実測作業を行った。石器は殆どが剥片であったので、超音波洗浄機を利用して水洗し、重量

を計測して台帳に記録した。銭貨は当研究所の清水整理事務所で保存処理を行った後、計測し、拓影を

作成した。遣物写真は6×7判の中型カメラを使用して三島整理事務所内で撮影した。

第4節　土　層

調査区の南・西・東壁際にトレンチを設定して土層確認を行ったところ、地点によって土層堆積に違

いが見られた。調査区内を流れていた河川が、流れを変える度に土砂の堆積、浸食を繰り返していたよう

すが土層から伺える。各トレンチの土層堆積状況は第5図に示す。河遺跡と包含層の層位的関係を概念

図（第1図）で示し、包含層はトレンチ毎の層序とは別に共通の層名をローマ数字で表した。調査区の

中央部を走る河遺跡1は、少なくとも2つの流路が確認できる。弥生土器が出土したⅣ層は、2区の段

丘崖からつながる低地から河川が埋まってできた平坦部へ堆積した土層であり、新しい流路により浸食さ

れている。調査区の北壁寄りほどⅢ・Ⅳ層の堆積は薄く、北端では表土の下は大型磯が混入する砂礫層で

あった。調査区南側は現地表面から1m以上の深さで耕作土が堆積している。中世の遺物はⅡ層から出土

し、遺構はⅢ層の下の砂礫層上面より検出した。中世包含層（Ⅱ層）は河遺跡2により浸食されている。

ト河追跡1」

北トレンチ

第1図　土層概念図

I層　褐色砂層　上面で中世以降の土坑を検出（南・西トレンチ4層）

Ⅱ層　暗褐色砂層　中世の包含層（南トレンチ9層）

Ⅲ層　褐色混土砂層　上面で中世の土坑検出（東・西トレンチ13層）

Ⅳ層　暗褐色混土砂層　弥生時代包含層（東・西トレンチ14層）

Ⅴ層　黒褐色砂層と暗褐色砂層の互層　弥生土器出土（西トレンチ12層）
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A

東トレンチ

1層　表土

2層　暗褐色粗砂層1皿大の小礫を含む。
3層　褐色粗砂層
4層　黒褐色粗砂層　非常に固くしまる。

5層　暗褐色細砂層　やや粘性がある。
6層　黒褐色細砂層　固くしまる。

7層　暗褐色細砂層　とても固くしまる。
8層　砂礫層

9層　褐色粗砂層　径2～3mmの小礫を含む。しまり弱い。
10層　黒色粗砂層　サラサラとしてしまり弱い。
11層　暗褐色細砂層　橙褐色粒子を少量含む。

12層　暗褐色粗砂層
13層　褐色混土砂層　粘性あり。強くしまっている。（Ⅲ）

14層　暗褐色混土砂層　粘性がありしまっている。（Ⅳ）
炭化物を少量含む。径1～2mmの橙色粒子を少量含む。弥生土器出土。

15層　暗褐色細砂層　非常に固くしまっている。

16層　砂礫層

17層　黒色粗砂層
摘層　褐色細砂層　非常に固くしまっている①擾　～　皿の礫が混入するの
摘層　褐色粗砂層　非常に固　しまっている。径　～　皿の礫が温泉する0

20層　黒色粗砂層　固くしまっている。
21層　粒子の粗い砂と細かい砂が縞状に堆積する。

22層　粒子の粗い砂と細かい砂が縞状に堆積する。とても固くしまっている0
23層　砂礫層

A’

74．00m

南トレンチ
1層　表土
2層　灰褐色土層　旧耕作土
3層　黒褐色土層　粘性がありしまっている。径1mm程の橙色粒子を含む。
4層　褐色細砂層　径1m皿程の橙色粒子を含む。（I）
5層　暗褐色粗砂層　径1m程の小礫を含む。
6層　砂礫層
7層　褐色粗砂層　固くしまっている。

8層　粒子の細かい砂と粗い砂が縞状に堆積する。とても固くしまっている。
9層　褐色細砂層　径2～3cmの小磯を含む。固くしまっている。中世遺物出土。（Ⅱ）

10層　暗褐色細砂層　やや粘性がある。
11層　砂礫層　上層は大型の礫が多く、下層は小礫と中型礫が多い。

12層　茶褐色砂層と暗褐色砂層が縞状に堆積。
13層　砂礫層

1層　表土
2層　灰褐色土層　旧耕作土。
層　黒褐色土層　粘性があ　しまっている。径　皿鍵の橙色粒子を含む。

層　暗褐色砂層　粒子の粗い砂と細かい砂が混ざる。径　皿鍵の橙色粒子を含む。（I）
5層　褐色細砂層　径1皿程の小礫を含む。

層　砂礫層　上層は大型の礫が多、下層は小磯と中型礫が多い。
7層　粒子の粗い砂と細かい砂が横方向の縞状に堆積する。とても固くしまる0
8層　砂礫層　小型の礫。

9層　粒子の粗い砂と細かい砂が斜め方向の綿状に堆積する。とても固くしまる。
10層　褐色粗砂層　サラサラとしてしまり弱い。
11層　粒子の粗い砂と細かい砂が横方向の縞状に堆積する。とても固くしまる。

12層　黒褐色砂層と暗褐色砂層が綿状に堆積する。とても固くしまっている。弥生土器出土。（Ⅴ）
13層　褐色混土砂層　やわらかい。強くしまっている。（Ⅲ）
14層　暗褐色混土砂層　やわらかい。粘性がありしまっている。炭化物を少量含む。（Ⅳ）

径1～2mmの橙色粒子を少量含む。弥生土器出土。

第5図　土層堆積状況図
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15層　暗褐色細砂層　大型礫が混入する。
摘層　粒子の粗い砂と細かい砂が斜め方向の縞状に機構する。とても固　しまる0

17層　砂礫層　粒子の粗い砂に小型の礫が混入する。固くしまっている0
18層　暗褐色細砂層　とても固くしまる。
19層　砂礫層　粒子の粗い砂に小型の礫が混入する。固くしまっている0

20層　黒褐色細砂層　とても固くしまる。
21層　砂礫層　粒子の細かい砂と大型の礫。とても固くしまっている0

5m
ト　　　　　　　　・　　　　　　　　－」



享二幸　三三三三享三二二吾妻≧圭≒1

1．概要

河遺跡1の北側に堆積する暗褐色混土砂層を、西トレンチ側から人力によって掘削を行ったところ、

遣物が集中して出土する箇所があり、調査の結果住居跡1軒と黒曜石剥片の集中箇所2カ所を検出した。

出土遺物は弥生前期末の土器と石器類である。遺物の分布は西トレンチ側に集中しており、東側では殆

ど出土しなかった。

2．住居

選考住居跡（第7図）

J－20グリッドから弥生土器と黒曜石の剥片が集中して出土した。特に黒曜石剥片の集中する辺りに

は、火を受け赤変した砂と炭化物が径100cm程の範囲に分布しており、その中央から炉跡を検出した。住

居跡のプラン確認のためにサブトレンチを設定したところ、炉跡に近いところでは炭化物を含む固くし

まった砂が堆積し、炉跡から2mほど離れるとしまりのない砂が堆積している様子が観察できた。住居

跡は南西側では残存状況が悪く、西側はトレンチによって削平されているが、残存状況から推定すると

径3．9mの円形か隅丸方形の平面形となる。

炉跡は住居跡のほぼ中央部に位置する。平面形は50×30cmの不整形な楕円形を呈し、検出面から5cm

程掘り下げると赤く焼けた硬化面に達した。炉跡の周りには炭化物粒が大量に散っていた。

掘り方調査で11基の小六（ピット）を検出したが、いずれも残存する深さは浅く、住居に伴う柱穴を

確定することはできなかった。SPllは地山の礫を小六（ピット）の底面として利用していたようで、礫

の上面には擦り面が見られた。

遺物は土器と石器が出土した（第8図）。

1～3は婆形土器である。1は口縁部から胴下部まで約1／3が残存する。口径は推定で28．0cm。口縁部に

は山形突起、目線端部には楕円形の押捺が施されている。山形突起は4単位が残存し、推定で8単位とな

る。外面はナデ調整の上から4本単位の茎束状原体による条痕を、口縁部は斜方向、胴部は縦方向に施す。

内面は日録部がミガキ、胴中位がケズリ、胴下位はケズリのあとナデ調整を行う。2、3は婆形土器の胴

部片で同一個体である。西側トレンチから出土したが、出土位置、層位から1号住居跡に伴う土器であ

ると考えた。外面は2e3本単位の茎束状原体による条痕の上からナデ、内面は横方向にナデ調整する。

4は輝石安山岩製の石皿である。5は飛行機形の石嫉。黒曜石製である。その他黒曜石の剥片が多数

出土した。

3。遺物集中箇所（SXO3004）

黒曜石の剥片が径100cm程の範囲から集中して出土する箇所を2カ所検出した。周囲を精査したが、こ

れらに伴う遺構は確認できなかった。

SXO3

H－21グリッド中央部より、100×60cmの範囲から黒曜石剥片が集中して出土した。黒曜石剥片以外の

遺物は出土しなかった。

SXO4

J－20グリッド東側より、100×50cm範囲から黒曜石剥片が集中して出土した。周囲には炭化物が分布
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していた。この黒曜石剥片集中箇所の周囲径3mの範囲から土器片等の遺物がまとまって出土した。遺

物の出土状況や黒曜石の剥片と炭化物の分布する様子は1号住居跡の状況と類似しており、住居跡であっ

た可能性が考えられる。

遣物は土器と石器が出土した（第9図2～5◎13）。2は婆形土器の口縁部片である。目線部は直立し

僅かに外反する。目線端部をつまみ出し、口唇部は平坦にナデ調整されている。外面には縄文（RL単節）

の上から横方向のナデ、内面は横方向のナデ調整を施す。3～5は胴部片で同一個体である。外面はミ

ガキ、内面は横方向のケズリ。胴部片のため器種は断定できないが、壷形土器の可能性も考えられる。

4、5の外面には煤が付着している。

13は黒曜石製の石鉱である。先端部と一方の基部を欠いている。

／し　包含層出土遺物

丑器（第9図1。6～12）

1は胴部が張り口縁が緩やかに外反する嚢形土器である。口縁部に山形突起が付くが、全体で何単位

になるかは不明。口径は推定で28．6cm、胴最大径28淵cm。外面は茎束状原体による条痕の上からナデ調

整。内面はケズリ。6は婆形土器の日録部である。波状日録で、口唇部は平坦にナデ調整されている。

外面は2本単位の茎束状原体による条痕、内面はナデ調整である。7～11は婆形土器の胴部片である。

外面は4e5単位の茎束状原体による条痕、内面はナデ調整を施す。6～11は胎士に雲母を多く含む土

器で、同一個体である。胎土に雲母を含む土器は在地の土器には類例がなく、丹沢e箱根山系、あるい

は富士川上流域から甲府盆地にかけてのいずれかの土地から搬入されたものと考えられる（1）。12は底部

片である。河遺跡1内から出土した。胴部には茎束状原体による条痕を施し、底面には網代痕が残る。

石器（第9図14e15）

黒曜石製の石鉱である。14は基部を欠く。15は先端部を欠く。

第1表1号住居跡内小穴計測表

遺構番号 長径（cm） 短径 （cm） 深さ（cm） 備考

S P l 3 4 （3 0 ） 8 S P 2 と切り合う

S P 2 3 1 3 0 7 S P lと切り合う

S P 3 3 1 2 7 10

S P 4 3 7 3 2 1 2 S P 5 と切り合う

S P 5 3 3 （2 6） 9 S P 4 と切り合う

S P 6 2 8 2 8 9 S P 7 と切り合う

S P 7 4 0 3 1 9 S P 6 と切り合う

S P 8 3 5 3 0 8

S P 9 2 6 2 4 10

S P l O 3 9 2 9 10

S P l l （2 8） （2 2 ） （4 ） 柱穴の下にスリ面のある石を伴う

（1）浜松市博物館　佐藤由紀男氏のご教示による。
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第6図　弥生時代遺構。遺物分布図
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①層　褐色砂層（炉跡覆土。かたくしまる。焼砂のブロック、炭化物を含む。）

②層　暗褐色砂層（かたくしまる。焼砂のブロック、炭化物を少量含む。）
（卦層　褐色砂層（かたくしまる。炭化物を少量含む。）

第7図　1号住居跡実測図
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第2表　弥生土器観察表

帽 豊 図版
番号

グリッド／層
位／遺構

器
種

法量 （cm ） 胎土
焼
成

色調 備考

第8 図 図版 1号 住居跡 確
E

口径 ：（28．0）頚部径 ：（24．0） 輝石・灰色岩片をごくわずか 良 10YR6／6 口縁部～胴部

1 9 －1 胴部 径 ：（25．4）器 高 ：（25．8） に含む。 明黄褐 約1／3残

第8 図

2

図版

9 －3

1号住 居跡 聾 器高 ：（14．3） 石英・長石t輝石・白色岩片
を多く含む。

良 10YR6／6
明黄褐

胴部破片

第 8 図

3

図版

9 －4

1号住居 跡 窪 器高 ：（20．5） 石英・長石t輝石・白色岩片
を多く含む。

良 10YR6／6
明黄褐

胴部破片

第9 図 図版 K －2 0 Ⅳ層 寮 口径 ：（28．6）頚部径 ：（24．7） 石英・長石・輝石・白色岩片 良 10YR6／4 口綾部一部残、

1 9 －2 胴部径 ：（28．0）器高 ：（19．3） を多く含む。 黄桂 胴部1／3残

i第9 讐 図版

10 －7

S X O 4 棄 器高 ：（軋3） 石英・長石・輝石をわずかに
含む。

良 7．5YR5／6
明褐

口綾部破片

！第9 讐 図版

10 －8

S X O 4 器高 ：（3．5） 長石・角閃石・白色岩片をわ
ずかに含む。

良 10YR6／6
明黄褐

胴部破片

第 9 図

4

図版

1 0 －1 1

S X O 4 器高 ：（5．月 長石・角閃石・白色岩片をわ
ずかに含む。

良 10YR6／6
明黄褐

胴部破片

第9 図

5

図版

10 － 12

S X O 4 器高 ：（7．2） 長石・角閃石・白色岩片をわ
ずかに含む。

甘‾良
10YR6／6
明黄褐

胴部破片

第9 図 図版 ト2 1Ⅳ層 聾 器 高 ：（5．9）
石英・長石・雲母（1－2mm程 良 5Y R4／4 口縁部破片

6 10 －1 度、金色）をやや多く含む。
黒色鉱物をわずかに含む。

にぷい赤褐 （波状口線）

第 9 図

7

図版

1 0 －6

「2 1 Ⅳ層 寮 器高 ：（3．4）
石英・長石・雲母（1～2mm程
度、金色）をやや多く含む。
黒色鉱物をわずかに含む。

良 7．5YR3／4
暗褐

胴部破片

第9 図

8

図版

10 －5

ト2 1Ⅳ 層 嚢 器高 ：（2．6）
石英・長石・雲母（1－2mm程
度、金色）をやや多く含む。
黒色鉱物をわずかに含む。

良 7．5YR3／4
暗褐

胴部破片

第9 図

9

図版

1 0 －2

ト 2 1Ⅳ層 賓 器 高 ：（3．6） 石英・長石・雲母（1～2mm程
度、金色）をやや多く含む。
黒色鉱物をわずかに含む。

良 10YR6／6
明黄褐

胴部破片

第9 図

10

図版

10 －3

「2 1 Ⅳ層 宛
コ翌じ

器高 ：（5．8）
石英・長石・雲母（1～2mm程
度、金色）をやや多く含む。
黒色鉱物をわずかに含む。

良 10YR6／6
明黄褐

胴部破片

第9 図

m

図版

10 －4

ト2 1Ⅳ 層 婆 器高 ：（8．0）
石英・長石・雲母（1－2mm程
度、金色）をやや多く含む。
黒色鉱物をわずかに含む。

良 10YR6／6
明黄褐

胴部破片

第 9 図

1 2
－

K －2 0 V 層 聾 器高 ：（1．8） 長石をわずかに含む。輝石
をやや多く含む。

良 10YR5／4
にぷい黄褐

底晰 ！

第3表　石器観察表

挿 図番号 図版番号 グリッド／層位 ／出土遺構 器種 石材 長さ（mm） 幅（mm） 厚さ（mm） 重量 （g） 備考

第8 図　 5 図版 10 －14 1 号住居跡 石鍛 黒曜石 24．0 14．0 4．0 0．5
第9 図 1 3 図版 10 －1 5 S X O 4 石鍛 黒曜石 （12．5） （15．5） （3．0） （0．2） 欠損

第9 図 14 図版 10 －1 6 J －2 0 Ⅳ層 石銀 黒 曜石 （21．5） （10．0） （4．5） （0．3） 欠損

第 9 図 15 図版 1 0 －1 7 F －2 1 Ⅳ層 石鍛 黒曜 石 （9．0） （16．5） （3．5） （0．3） 欠損

第8 図　 4 図版 1 0－1 3 1号住居跡 至皿 輝石 安山岩 300．0 342．0 135．0 1750．0

－15－



享二章　二±±二二圭三㍉三善≒

航　概要

I－23e24、H－24グリッドに拡がる砂磯層より中世墓8基を検出した。遺構の認定は第一に遣物の

出土を目安とした。その他に、遺物は出土していないが礫の間から小六を確認できたものも中世墓に含

めた。今回確認できた墓は8基のみであるが、実際はより多数の墓が存在していたと思われる。遣物の

出土によって遺構を認定したため、墓の上部構造を確認することができなかった。小六や遺物の周りで

大形の磯が巡る様子が見られたので、大形磯で囲まれた部分を墓の範囲と想定し、図面上に茶色の線で

示した。前回調査では中世墓から焼骨が多量に出土しているが、今回確認した中世墓からは焼骨は検出

されなかった。中世墓の他に河遺跡1の範囲内から士坑8基を検出した。遺物が出土していないため時

期の確定はできない。前回調査でも河遺跡で土坑や小六が検出されているが、その用途については不明

であった。

遣物はかわらけと銭貨、用途不明の磯が出土した。殆どが遺構に伴っての出土であり、遺構外からは

かわらけ片と陶器片が数点出土したがいずれも小片であった。

2．中世墓

且号墓◎2号墓（第11図）

1号墓はH－24グリッドより検出した。南トレンチ調査でかわらけ片と銭貨が出土したので、周辺を

精査したが掘込みは確認できなかった。墓の範囲は120×105cmと想定した。

かわらけは底部片である。底部内面はナデ整形が施され、外面には糸切り痕の上に板状圧痕が残る（第

16図1）。銭貨は7枚が重なった状態で出土し、5cm程離れて3枚が重なって出土した。いずれも北宋銭

である。10枚の銭貨をまとめて副葬する状況は、「六道銭」という宗教的意識よりも、むしろ銭の単位「疋」

を意識したものかもしれない（1）。

2号墓は1号墓の北東側に接している。ほぼ完形の2枚のかわらけが、大形礫に立てかけるような状

態で縦に重なって出土した。かわらけの下より34×23cm、深さ6cmの小六を検出した。墓の範囲は推定

で80×75cmである。

2枚のかわらけ（第16図2e3）のうち、2は胴部から目線部にかけて直線的に立ち上がる器形であ

る。底部内面には凹凸が残るような強いナデ整形が施され、外面には板状圧痕が残る。3は日録部が緩

く外反する器形である。底部外面には糸切り痕が残る。

1号墓と2号墓の新旧関係は不明である。

3号墓◎4号墓（第12図）

3号墓はI－24グリッドより検出した。南トレンチ調査でかわらけ片が出土し、周辺を精査したとこ

ろ、かわらけの下より28×20cm、深さ5cmの小六を検出した。3号墓の範囲は推定で80×60cmである。

かわらけは胴部下部に厚みがあり、丸みを持っている。目録部は直線的に開く。底部外面には糸切り

痕が残る（第16図4）。

4号墓は3号墓の西側に接する。遺物は出土しなかったが50×45cm、深さ12cmの楕円形の小六を検出

した。範囲は推定で105×90cmである。

3号墓の小穴は4号墓の一部と思われる大形礫の上に造られており、新旧関係は4号墓が古く、3号

墓が新しい。

－16－



5号墓◎6号墓（第13図）

5号墓はH－24グリッドより検出した。磯と磯の間からかわらけが出土したので、大形の磯を取り除

き推定で50×50cm、深さ22cmの小六を検出した。この際に取り除いてしまった礫は、あるいは墓の上部

構造であったかもしれない。大形の礫の下から加工された磯（Rl）が平坦に加工された面を上に向け、

斜めに立った状態で出土した。この礫は墓を囲む礫と比べると異質で、何らかの用途で墓に供えられた

と思われる。2枚のかわらけが重なって置かれており、それらと軽石（R2）が並んだ状態で出土した。

底面近くから6枚の銭貨が3枚1組で重なって出土した。1組は縁を加工（おそらく八角形）した銭（M

2…2）を中央に挟み、もう1組は3枚の銭を表砂嚢◎表と重ねている。いずれも、中央に異なる1枚

を挟むという行為が行われている。墓の範囲は推定で70×65cmである。

2枚のかわらけ（第16図566）のうち、5は胴部が直線的に立ち上がる器形である。底部内面にナ

デ調整の痕が残り、外面には糸切り痕が残る。6はやや外反気味の胴部が、口縁の下で弱く屈曲して直

線的に立ち上がる。底部外面に糸切り痕を残す。銭貨はいずれも北宋銭である。礫は2個出土した。R

l（図版11－6）は細粒安山岩である。R2（図版11－7）は多孔質安山岩で、加工されているが用途

は不明である。韮山町の御所之内遺跡調査で様々の大きさの軽石が出土している。それらは加工されて

いるが用途については明らかでない（2）。小六の底面北東隅に径20cm、深さ5cm程の落ち込みが見られた

が、遺物等は出土しなかった。

6号墓は5号墓の西側に接している。遺物は出土しなかったが、大形の礫で囲まれる範囲を墓と想定

した。当初1基と考えたが、実際は少なくとも2基の墓が連接しているようである。範囲は推定で6号

墓（a）が90×75cm、6号墓（b）が75×55cmである。5号墓は6号墓と一部の礫を共有しており、新

旧関係は6号墓（a）が古く、6号墓（b）、5号墓の順に造られたと思われる。

7号墓（第14図）

I－24グリッドより43×40cm、深さ25cmの小六を検出した。遺物は出土しなかったが、小六の周囲に

大形礫が巡る様子が観察できたので集石墓として考えた。範囲は推定で90×88cmである。

8号墓（第15図）

I－24グリッドより50×40cm、深さ19cmの小六を検出した。遣物は出土しなかったが、小六の周囲に

大形礫が巡る様子が観察できたので集石墓として考えた。範囲は推定で77×70cmである。

3．その他の遺構

丑坑（第18図）

17号土坑（SF17主19～21号土坑（SF19～SF21）はK－22、J－22グリッドより検出した。平面形は

円形、又は楕円形、覆土は径2～3cmの磯を含む褐色砂である。

22◎23号士坑（SF22e23）はI－22グリッドより検出した。平面形は円形で覆土は褐色砂である。

25◎26号士坑（SF25026）はH－23グリッドより検出した。平面形は円形で覆土は褐色砂である。

いずれの土坑からも遺物は出土しなかった。

（1）当研究所　岩名建太郎調査研究員の教示による。
（2）韮山町教育委員会　池谷初恵氏のご教示による。

…17…



ヰ22

辛22

第10図　中世遺構分布図
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B

・●′　戦1曹　◆

2号墓

①　暗褐色砂層（橙色粒子を多量に含む。炭化物を少量含む。）

②　褐色砂層（橙色粒子を多量に含む。）

8’

72．50汀I

0　　　　　　　　　50cm
j　　．　．　．　　＿　　！

第11図1号墓・2号墓実測図
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A’

72．6伽】

①　褐色砂層（炭化物を少量含む。）

②　褐色砂層（炭化物をごく少量含む。）

0　　　　　　　　　50cm

第12図　3号墓・4号墓実測図
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A

6号墓

①　黒褐色砂層

②　暗褐色砂層

8

72．50m

5号墓

①　褐色砂層（橙色粒子、白色粒子、炭化物を多く含む。）

②　暗褐色砂層（炭化物を少産含む。）

③　黒褐色砂層（粘性の強い灰黄褐色の粘土ブロックを含む。）

④　褐色砂層

C’

銭貨　　　　72・50m

＊銭貨の出土位置は、見通して土層図に加えた。

第13図　5号墓・6号墓実測図

－21－
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第15図　8号墓実測図

－22一

A’

72．501¶ （古層　暗褐色砂層

0　　　　　　　　　50cm
l

bl莞

72．50m

①層　暗褐色砂層（礫を含む。）

0 50cm
l



l　　　　　　　　　　　　　／

l

、＼＿【上＝：考
l

第4表　かわらけ観察表

＼こ二」♂

▼

第16図　中世遺物実測図

＼　∵∴

0　　　　　　　　　　10cm
」　　　　　　　〕

挿 図
番 号

図 版
番 号

出 土
遺 構

遺 物

番 号

法 量 （cm ） l 　 胎 土
残 存 状 況 備 考

口 径 底 径 器 高

第 1 6 図

1
－

1 号 墓 P － 1 － 5 ．4 （1 ．3 ） ご く少 量 の 黒 色 鉱 物 、 少 量 の

長 石 ・石 英 ・白 色 岩 片 を 含 む 。

底 部 の み 板 状 圧 痕

第 1 6 図

2

図 版

1 1 － 1

2 号 墓 P － 1 10 ．9 5 ．2 3 ．5 ご く 少 量 の 黒 色 鉱 物 、 少 量 の

長 石 ・石 英 ・白 色 岩 片 を 含 む 。

完 形 板 状 圧 痕

第 1 6 図

3

図 版

1 1 － 2

2 号 墓 P － 2 1 0 ．0 5 ，8 2 ．7 ご く少 量 の 黒 色 鉱 物 、少 量 の
長 石 ・石 英 ・白 色 岩 片 を 含 む 。

完 形

第 1 6 図 図 版 3 号 墓 P － 1 1 0 ．4 5 ．1 3 ．5 ご く少 量 の 黒 色 鉱 物 、 少 量 の 口 縁 部 一 部

4 1 1 － 3 長 石 ・石 英 ・白 色 岩 片 を 含 む 。 欠 損

第 1 6 図

5

図 版

1 1 － 4

5 号 墓 P － 1 1 0 ．1 5 ．1 3 ．2 ご く 少 量 の 黒 色 鉱 物 、 少 量 の
長 石 ・石 英 ・白 色 岩 片 を 含 む 。

一 部 欠 損

第 1 6 図

6

図 版

1 1 － 5

5 号 墓 P － 2 9 ．7 5 ．2 2 ．9 ご く少 量 の 黒 色 鉱 物 、少 量 の

長 石 ・石 英 ・白 色 岩 片 を 含 む 。

一 部 欠 損

第5表　中世墓出土礫観察表

図版 番 号 出土 遺 構 遺 物 番 号 長 さ（cm ） 幅 （cm ） 最 大 厚 （cm ） 重 量 （g ） 石 材

図 版 1 1 －6 5 号墓 R l 1 4．5 9．6 4．3 930 ．0 細 粒 安 山 岩

図 版 1 1 －7 5 号 墓 R 2 9．9 7．8 4．8 3 00 ．0 多 孔 質 安 山 岩

ー23－



第6表　銭貨観察表

銭貨各部測点

挿 図

番 号

図 版

番 号

出 土

遺 構

遺 物

番 号
銭 名 書 体

初 鋳

年 代

外 径

（a ）

外 径

（b ）

内 径

（C ）

内 径

（d ）

銭 孔

（e ）

銭 孔

（f）
銭 厚 重 量 備 考

第 1 7 図

1

図 版

1 1－8

1 号 墓 M 1 －2 皇 宋 通 贅 真 書 1 0 3 8年 2 4 ．0 2 4．0 2 0 ．0 2 0．0 7 ．0 7．0 0 ．9 5 2 ．0

第 1 7 図

2

図 版

1 1－9

1 号 墓 M 1 －3 願 事 元 賓 真 書 1 0 6 8 年 2 3 ．0 2 3．0 1 9 ．0 1 9．0 6．0 6．0 1．0 5 2 ．9

第 1 7 図

3

図 版

1 1－1 0

1 号 墓 M 1 －4 大 観 通 賓 1 1 0 7 年 2 4 ．0 2 4 ．0 2 2 ．0 2 2 ．0 6．5 6 ．5 0 ．9 5 1．5 一 部 欠 損

第 1 7 図

4

図 版

1 1－1 1

1 号 墓 M 1 －A 政 和 通 賓 分 楷 1 1 1 1年 2 4 ．0 2 4 ．0 2 1 ．0 2 1．0 6．5 6 ．5 1．0 0 2．7

第 1 7図

5

図 版

1 1－1 2

1 号 墓 M 1 －B 元 豊 通 賓 蒙 書 1 0 7 8 年 2 4．0 2 4 ．0 1 8．5 1 9 ．0 6．5 6 ．5 0 ．8 0 3．2 裏 面 は 縁 ・

郭 共 に 薄 い

第 1 7 図

6

図 版

1 1－1 3

1 号 墓 M l －C 紹 聖 通 貨 蒙 書 1 0 9 4 年 2 3．5 2 3 ．5 1 9．0 1 9 ．0 6 ．5 6 ．5 1 ．1 5 3．7

第 1 7 図

7

図 版

1 1 －1 4

1 号 墓 M 1 －D 元 豊 通 賓 叢 書 1 0 7 8 年 2 4．0 2 4 ．0 1 9．0 1 9 ．0 6 ．5 6．5 0．9 0 3．2

第 1 7 図

8

図 版

1 1 －1 5

1 号 墓 M 1 －E 政 和 通 貨 蒙 書 1 1 1 1年 2 4．5 2 4 ，0 2 2．0 2 2 ．0 7 ．0 6．5 0．8 0 2．9

第 1 7 図

9

図 版

1 1 －1 6

1 号 墓 M 1 －F 元 祐 通 宴 行 書 1 0 8 6年 2 4．5 2 4 ．5 2 1．0 2 1 ．0 6 ．5 6．5 0．8 0 3．3

第 1 7 図

1 0

図 版

1 1 －1 7

1 号 墓 M 1 －G 治 平 元 賓 蒙 書 1 0 6 4 年 2 4 ．0 2 4 ．0 1 7．0 1 8 ．0 6 ．0 6．5 0．9 0 2 ．8

第 1 7 図

1 1

図 版

1 1－1 8

5 号 墓 M 1 －1 景 徳 元 棄 1 0 0 4 年 2 4 ．0 2 4 ．0 1 9 ．5 1 9 ．5 6 ．0 6．0 0．9 0 3 ．6

第 1 7 図

1 2

図 版

1 1－1 9

5 号 墓 M 1 －2 皇 宋 通 宴 真 書 1 0 3 8年 2 4 ．0 2 3．5 2 0 ．0 2 0．0 7 ．5 7．0 0．7 5 2 ．8

第 1 7 図

1 3

図 版

1 1－2 0

5 号 墓 M 1 －3 大 観 通 賓 1 1 0 7年 2 4 ．0 2 4．0 2 1．0 2 1．0 （8．0 ） 6．0 1．1 0 2 ．8 銭 孔 一 部

欠 損

第 1 7 図

1 4

図 版

1 1－2 1

5 号 墓 M 2 －1 至 和 元 賓 真 書 1 0 5 4 年 2 4 ．0 2 4 ．0 1 9 ．0 1 9．0 7．5 7．5 1．0 5 2 ．8

第 1 7 図

1 5

図 版

1 1－2 2

5 号 墓 M 2 －2 聖 宋 元 賓 行 書 1 1 0 1年 2 3 ．0 2 3 ．0 1 8 ．0 1 8．0 6．0 6 ．0 1．0 0 3 ．1 周 縁 を 八 角

形 ？ に 加 工

第 1 7 図

1 6

図 版

1 1 －2 3

5 号 墓 M 2 －3 元 祐 通 賓 行 書 1 0 8 6 年 2 4 ．0 2 4 ．0 2 0 ．0 2 0．0 6．5 6 ．5 0 ．7 0 2 ．2

単位（mm）（g）

24－



第17図　銭貨拓影図
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72．60m

、＼・く－∴∴完一一一一
17号土坑

∴風y

A’

72．60m

糸

風 ♂牟
72．60m

‥、＼∴二二‾子

了

l一言‾針一
風　　　　　威

72．60m

19号土坑

－‥∴∵－1二三＿　　l‾ll∴‾l二手＿ll二

①層　褐色砂層

第7表　中世墓観察表

∴魚’

風y

二こ1．．．十　　　　　　二、

一覧二二ア‾1

20号土坑

言逆風’

72．60m

‾‾‾＼こ、＿1、！Jl‾一

25号土坑

第18図　土坑実測図（1）

予l二二yl‾l

72．60m

21号土坑

遺構番号
ダ州　 規模 推定周 平面形 竃 ×短 X 深さ）i　 主軸

！　 伸 宍）
遺物

1号墓 掴…掴　 腑 捕 ×柑5　　　　　 i
－ かわらけむ銭貨

2号墓 掴…掴　 障 x 関　　 楕開形　 障 X m X 6 N －260－巨 かわらけ

3号墓 …髪超　 冊 ×柑　　 橘開形　 障 X m X 5 N －440－W かわらけ

4号墓 輿 摘＋ 腑 掛 澗 ＋ 障舶 載＋ 障彿 彿 玩 N－430－W

5 号墓 H －2 4　　　　 70 ×65　　　　　　　　　　　　 50 ×50 ×22 N－330－E かわらけ寸銭貨

（20 ×20 ×5）

6号墓（a） 掴…掴　 恒 ×関 i
－ －

6号墓（b） 断 憑 亀 i l榔 噌 5 i
－ －

7号墓 …掴　 障 X m　　 楯岡形 43 ×40 ×25 N－20－W

8 号墓 …2 4　 障 ×凋　　 楕綱形　 障 ×姻 X 臓 N－540－W

単位（cm）

第8表　土坑計測表（1）

遺構番号 ダgJッド i　 層位 平面形 長径 （cm ） 短径 （cm ） 深さ軸閤）　　 備考

1 7 号土坑 K …2 2 i 砂礫 層 楕 円形 5 4 3 0 ‡ニ　 I

1 9号 土坑 瞳…2 2 ！ 砂礫 腰 楕円形 9 2 8 0 十f　 I

2 0 号 土坑 粍…2 2 i 砂礫層 円形 4 6 3 5 B　 i一

2 1号 土坑 距 儲 竺 i 綱 臓 円形 7 0 5 2 m　 i

2 2 号 土坑 夏…2 2　 i 砂礫層 円形 3 9 3 2 頂2　 ！

2 3 号土坑 夏…2 2 i 砂礫腰 円形 3 2 2 6 ‡ニ　 I

2 5 号土坑 掴－2 3 i 砂礫層 円形 5 2 4 6 ‡十　 I

2 6 号土坑 掴…2 3 i 砂 礫層 円形 4 4 3 6 ヲ＋ i

一、一一、－－－－26－1－1－…



享ニ‾圭　≠士一∴幸二妻妾

表土除去後、16基の土坑を検出した（第19図）。1号士坑（SFOl）は調査区南西隅K－22グリッドより

検出した。直径122cm、短径110cm、深さ32cm、平面形は円形を呈し、覆土は、①層黒褐色混砂土層（少

量の炭化物含む）、②層暗褐色混砂士層（少量の炭化物含む）、③層黒褐色混砂士層（粘性あり）の3層

に分層できた。遣物は出土しなかった。2～16号土坑（SFO2～16）は調査区の北側（特に北東部）に分

布している。平面形は円形又は楕円形で、長径が100cm前後の土坑と60cm前後の士坑がある。覆土は1層

または2層に分層できた。①層は黒褐色土層、②層は暗褐色土層である。遣物は出土しなかった。

1号土坑と2号～16号土坑とでは検出地点が離れており、検出面も異なっているため、同時期の士坑

であるかは不明である（第20図）。

第9表　土坑計測表（2）

遺 構 番 号 グ リッド 層 位 平 面 形 長 径 （cm ） 短径 （cm ） 深 さ（cm ） 備 考　 厨

1号 土 坑 K －2 2 I 層 円形 1 2 2 1 1 0 3 2

2 号 土 坑 I－ 2 1 Ⅲ層 円形 1 1 5 1 0 4 4 8

3 号 土 坑 H －2 1 Ⅲ 層 円 形 5 8 5 6 1 8

4 号 土 坑 H － 2 1 Ⅲ 層 円 形 6 0 5 8 m

5 号 土 坑 H － 2 1 Ⅲ 層 円 形 1 0 9 1 0 4 4 4

6 号 土 坑 G － 2 1 Ⅲ 層 円 形 1 0 2 9 2 3 8

7 号 土 坑 G － 2 1 Ⅲ層 円形 9 8 9 4 1 2

8 号 土 坑 G － 2 2 Ⅲ層 円形 1 1 2 9 8 2 2

9 号 土 坑 G －2 2 Ⅲ層 円形 半日 1 0 4 1 4

1 0 号 土 坑 G －2 2 Ⅲ層 円形 7 3 6 8 招

1 1号 土 坑 F － 2 2 Ⅲ層 円形 9 2 8 2 4

1 2 号 土 坑 F － 2 2 Ⅲ 層 楕 円 形 9 8 9 2 冊

1 3 号 土 坑 F － 2 2　　 踵 Ⅲ 層 楕 円 形 6 3 5 1 1 2

1 4 号 土 坑 F －2 1 Ⅲ 層 円 形 1 0 2 1 0 0 2 8

1 5 号 土 坑 H － 2 0 Ⅲ 層 円 形 9 0 8 2 8

1 6 号 土 坑 H － 2 2 型＿＿＿墾 円 形 1 1 5 1 0 0 3 2

ー27－



庄

l

匡

！

◎
14号土坑◎

－2号土坑◎ 13号土坑
11号土坑◎

9号土坑◎　◎
10号土坑

7号土坑◎◎　　　 ◎路土坑
6号土坑

土坑

73．1m
73．0m

÷

72．9m

Ⅲ
15

7m　 ㌔

亨’場

5号土坑　　　 製 土坑　　　 73・Om

3号土㌔ N

4号土坑

◎

2号土坑　　　　 々・勒

i

72．6m

』
軸々

∴
ら々　　　　　 虜土坑

0

〔

二二 二十 二二 三 三三

第19図　土坑分布図
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1号土坑

∴
73．00m

A

A 顔「。。m
2号土坑

千一二‾－
73．20m

A

陛≡窒賢6号土坑胤

∴ニ∴一一
」L　　　　－　　　　　A’

73．20m

、一一l一℃．．．一＿二とゝ－＿ゞフ‾‾‾‾
9号土坑

A

73！20汀l

－I「一一

軋
73．20m

①　　　＝号土坑

ヂ㌢．＋威

73．20m

‾Lぜ一℃フ‾一一
①　　　12号土坑

A

潅二
73．00m

－琶こ＝二三毒≡＝＝訝加地－
①

第20図　土坑実測図（2）
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15号土坑

「二一一一
73．00m

「く三；7▲‾‾。号土坑

風　　　　　　　　＿遜

‾‾‘‾て二二＝フIr－‾〟

①　　4号土坑

彦「2。m
『罵；ニ＝＝芸＝拶輸；号土坑

∴一一
73．20m

団

②　　10号土坑

－∴
一喝琶重謬御物p73・20m

13号土坑

「㍉
73．20m

16号土坑

1①層　黒褐色混砂土層（炭化物を少量含む）

②層　暗褐色混砂土層（炭化物を少量含む）

③層　黒褐色混砂土層（粘性あり）

2～16

（》層　黒褐色土層

②層　暗褐色土層



≒‥‾享　ま　三　二

弥生譜代について

前期末の住居跡を1軒検出した。検出面が砂地であるため住居のプラン確認は大変難しく、サブトレ

ンチによる土層観察によって住居のプランを確定した。住居中央の炉跡は、検出面から5cm程掘り下げ

たところで赤化した硬化面に達した。掘り方調査で浅いピットを11基検出したが、住居の柱穴を決定す

ることはできなかった。1号住居跡から東側に3m離れたところより遣物が集中して出土した。土器と

多量の黒曜石剥片と炭化物が集中して分布する様子は1号住居跡の検出状況と似ており、同様に住居跡

であった可能性が考えられる。

土器は殆どが婆形土器で、完形に復元できるものはなかったが、いずれも中部高地の氷式の流れを引

く弥生時代前期末の土器群である。これら土器の特徴には西日本的な要素は少なく、神奈川県の山間部

で出土する土器と胎土などが非常に似通っており（1）、長野県刈谷原遺跡、神奈川県堂山遺跡、神奈川県

北原（No．9）遺跡出土の土器に類例が見られる。

同時期の遺構について、神奈川県北原（No．9）遺跡で焼土跡19基が集中して発見されている。焼土跡

の周りからは土器や石器類が多数出土しているが、焼土跡に伴うピット類は検出されておらず、焼士の

堆積も厚くないことから、定住ではなく狩猟や移動の際の一時的なキャンプ地と考えられている（2）。今

回の調査では1号住居跡、SXO3、04から大量の黒曜石剥片が出土している。これらの多くが押圧剥離の

際に生じる貝殻状の剥片であったことから、この場で石器製作を行ったことが推測される（3）。しかし、

1号住居跡は砂地に造られていること、柱穴が浅いこと、焼土の堆積が薄いことから定住は考えにくい。

弥生時代の遺物の殆どが調査区北西部からの出土であった。前回の調査対象範囲からは弥生時代の遺

構◎遺物は検出されていない。今回の調査区内でも弥生時代包含層（Ⅳ層）は中央部を流れる河遺跡1

で浸食されており、分布範囲は限られた狭い範囲であった。

近隣の出土例では本遺跡から南西方向へ200m程離れた工場建設現場より、条痕文土器と遠賀川系土器

が出土している。工事中に偶然発見されたため遺構は確認されていないが、黄瀬川の青い河岸段丘上と

考えられる礫層からの出土である（4）。また長久保城址の調査で数点の弥生土器片が出土しているが、詳

しいことは不明である（5）。

前期末の遺構e遺物共に当地域での検出例は極めて少なく、今回検出した遺構e遺物は貴重な資料で

ある。この時期については不明な点が多く、今後の資料の増加が望まれるところである。

1号住居跡出土炭化物を放射性炭素年代測定し、その結果は付編として掲載した。

噺健墓に竃齢竃

調査区の東北隅に広がる砂礫層上面で、8基の中世墓を検出した。遺構の確認は遣物の出土を第一の

手がかりとしたため、墓の上部構造について明確に捉えることができなかった。中世墓の時期は出土し

たかわらけから15世紀後半～16世紀に属する。

中世墓については、木村弘之氏が一の谷墳墓群遺跡の調査結果をもとに行った分類を参考にした（6）。

中世墓には①盛土によって塚を築く塚墓、②コの字形の溝で区画したコの字形区画墓、③土坑墓（土葬

墓）、④石を集積した集石墓、⑤地下式壕、⑥墓標をもつ墓、の6種類があり、このうち、士坑墓と集石

墓が一般的に見られる形態で、大平遺跡の中世墓は集石墓に分類される。同氏は集石墓を、I類（縁石

があり、平面形が方形又は長方形。）、Ⅱ類（縁石なし、平面形が方形又は長方形。）、Ⅲ類（縁石はなく、

平面形は不整形で石が集積しただけのもの。）、Ⅳ類（骨蔵器を埋納したもの。）、Ⅴ類（火葬骨を埋納し
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たもの。）の5形態に分類されている。大平遺跡の中世墓はⅢ類又はV類に分類されると思われ、これは

前回調査の結果と同様である。

今回検出した中世墓は2◎3基が連接、または近接して営まれていた。遣物や小六の周辺には30～50cm

大の大形の礫が円形または楕円形に巡っている様子が観察できたので、これを墓の推定範囲とした。

2号墓、3号墓では30～40cm大の礫の近くにかわらけが置かれており、かわらけの下には小六が揺ら

れていた。小穴を掘り火葬骨を納め、上にかわらけを供えたようである。上部構造は木村氏分類のⅢ類

のように集石を積むのか、V類のように骨を納めただけなのかは判らなかった。3号墓のように礫にか

わらけを立てかけて置く例は、前回調査の3区でも1基が検出されている。

残存状況の最も良い5号墓は、集石と思われる磯を除くと50×50cmの小穴があり、かわらけや軽石が

出土した。小六の北東隅に径20cmの浅い掘込みが揺られていた。かわらけや軽石の出土した真下に当た

る位置であり、火葬骨を納めた場所であったかもしれない。

埋葬の方法は骨蔵器の使用や小六内の壁を石で囲むような施設を造らない、浅い素掘りの円形小六に

火葬骨の一部を納めた簡単なものが主体だったようである。大平遺跡の中世墓は、集石墓の変遷の中で

も最終的な形態を呈していると言える。

遺物は副葬品としての銭貨と供献用のかわらけ等が出土している。

1号墓で見られた銭貨の副葬は銭の単位「疋」を意識しており、生前の財産の一部を副葬した可能性

が考えられた（7）。また、5号墓から出土した軽石については、韮山町御所之内遺跡で用途不明の軽石が

出土する例から、集落で使われていたものが副葬されたのではないかと考えられる（8）。

前回調査では2－1区の第1段丘上と、3区で集石墓が発見されている。2－1区の最も北側に位置

する第1段丘面で22基の中世墓が検出された。このうち調査区北壁際に分布する9基から、人骨や歯牙

が出土している。9基の集石墓は2◎3基ずつ連接又は近接して営まれている。2－1区検出の集石墓
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は大形の礫を楕円形に並べ、集石の下には平面形楕円形の土坑が揺られていた。土坑は大きく分けて長

軸が100cm以上のものと50cm前後のものの2種類がある。覆土には火葬骨、歯牙、炭化物が含まれ、かわ

らけや銭貨が出土している。3区では遺構の検出は調査区東側に偏っており、今回調査した4区に隣接

する西側からは検出されていない。3基の中世墓と火葬施設1基が近接して造られていた。このうちの

2基は長径50cm程の小六で、覆土から火葬骨や歯牙は出土していない。他の1基は長径100cm程の士坑か

ら火葬骨が出土しており、2－1区の集石墓と類似している。

前回の調査範囲と今回調査した4区での中世墓の分布から、2－1区北側、4区、3区の大きく3つ

のグループを想定した。いずれのグループからも15世紀後半～16世紀に属する在地系のかわらけが出土

している。2－1区、4区では段丘上に2◎3基が連接診近接して帯状に分布するという共通点が見ら

れたが、3区では火葬施設と集石墓が近接して造られていた。2－1区の中世墓は集石の下に長径50～

100cm程の大形の士坑が揺られている例が多く、覆土からは炭化物e人骨が出土している。一方、4区の

中世墓は上部構造が不明であるが、埋葬主体は長径50cm程の小六で、覆土から人骨等は出土しなかった。

3区では2つのタイプが1つのグループ内に見られた。このように、遺物からはほぼ同時期と考えられ

る中世墓だが、グループによって埋葬主体の規模や方法に類似点と相違点が見られた。

今回検出した墓はわずか8基であるが、他の遺跡例を見ても、副葬品を出土する墓が全体の中で占め

る割合は低く、多くの中世墓は遣物を伴っていない。実際は穴を掘らず、石の上や士の上に骨を置いた

だけのより簡単な埋葬も多く行われていた（9）。検出できなかったもの、誤って削平してしまったもの等

を含め、大平遺跡には非常に多くの墓が存在していた様子が推測される。

（1）箱根町教育委員会　谷口　肇氏のご教示による。
（2）谷口　肇1994年「縄文時代晩期終末～弥生時代初頭の遺構・遺物」『宮ヶ瀬遺跡群Ⅳ』
（3）当研究所　笹原千賀子調査研究員の教示による。

（4）小野真一1970年「駿東郡長泉町南一色出土の弥生式土器」『駿豆考古』第10号
（5）建設省中部地方建設局　静岡県教育委員会　静岡県長泉町1982年

『長久保城址（八幡曲輪e上野南e大水壕）　大平遺跡』

（6）木村弘之1997年「中世墓の種類と変遷」『静岡県における中世墓』
（7）銭貨については、当研究所岩名建太郎調査研究員の教示による。

（8）韮山町教育委員会　池谷初恵氏のご教示による。
（9）静岡県教育委員会　中島郁夫氏のご教示による。
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紺編　放射性臆素餐代測定

山形　秀樹（パレオeラボ）

大平遺跡1号住居跡から出土した炭化物試料1点の放射性炭素年代をAMS法にて測定した。測定結果

と暦年代較正して得られた結果は表1に記載した。

放射性炭素年代測定について

試料は、酸eアルカリe酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨（グラファイト）に調整した後、加速

器質量分析計（AMS）にて測定した。測定された14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、

補正した14C濃度を用いて14C年代を算出した。

なお、14C年代値（yrBP）の算出には14Cの半減期としてLibbyの半減期5，568年を使用した。また、

付記した14C年代誤差（±1g）は、計数値の標準偏差Uに基づいて算出し、標準偏差（Onesigma）に

相当する年代である。これは、試料の14C年代が、その14C年代誤差範囲内に入る確率が68％であること

を意味する。試料の14C計数率と現在の標準炭素（Modern standard carbon）の14C計数率の比が14c

sampl。／14cM。dern≧1の時はModernと表記する。

同位体分別効果の補正について

表1に記載した∂13cpDB値は、PDB標準試料の13C／12C比（（13C／12C）pDB＝0．0112372）を標準値

として、その標準値からのずれを千分率で示し、試料炭素の13C／12C比（（13C／12C）sam。le）を質量分析

計で測定して、∂13cpDB＝［（（13C／12C）S。mPl。－（13C／12C）p。B）／（13C／12C）p。B］×1000の計算式

によって算出した。試料の613cpDB値を－25・0‰に規格化することにより、測定された試料の∂13cpDB

値を用いで4C濃度を補正し、これを用いて14C年代を算出した。したがって、表1に記載した14C年代は

同位体分別効果による測定誤差を補正した年代である。

暦年代較正について

暦年代較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5，568年として算出された14C年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、および半減期の違い（14Cの半減期5，730±

40年）を較正し、より正確に真の年代を求めるために、14C年代を暦年代に変換することである。具体的

には、年代既知の樹木年輪の14C年代の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚のU礪Th年代と14C年代の比較、

および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いで4C年代と暦年代の関係を調べたデータにより、較正曲線

を作成し、これを用いて較正暦年代を算出する。較正暦年代の算出にRadiocarbonCalibrationProgram＊

CALIBrev・4・3　tReferencefor datasetsused：Stuiver，M〕Reimer，P．J．，Bard，E．，Beck，J．W．，Burr，

G・S・，Hughen，K・A・，Kromer，B・，McCormac，F．G．，Ⅴ．d．Plicht，J．，andSpurk，M．（INTCAL98：Stuiver

et al・，1998a）・Radiocarbon40，P．1041－1083）を使用した。なお、暦年代較正値は14C年代値に対応する

較正曲線上の暦年代値であり、真の年代である可能性が最も高いことを示す。また、1げ暦年代範囲お

よび2げ暦年代範囲は確率分布を用いて算出した暦年代範囲であり、その範囲内に真の年代が入る可能

性が高いことを示す。1げ暦年代範囲は14C年代誤差に相当する較正曲線上の暦年代範囲であり、真の年

代が入る確率が68％であることを示す。l o暦年代範囲のProbabilityは、68％のうちで、さらに特定の

1げ暦年代範囲に入る確率を示す。同様に、2げ暦年代範囲は14C年代誤差の2倍（±2の　に相当する

較正曲線上の暦年代範囲であり、真の年代が入る確率が95％であることを示す。2げ暦年代範囲のProb－

abilityは、95％のうちで、さらに特定の2g暦年代範囲に入る確率を示す。
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較正曲線は14C濃度の変動のためデコボコしており、そのため14C年代倍に対応する暦年代較正値、ま

たは14C年代誤差に相当する暦年代範囲が複数存在する場合があるが、暦年代較正値はいずれも等しく真

の年代である可能性があり、1げ暦年代範囲はいずれも68％、2G暦年代範囲はいずれも95％の確率で、

さらにProbabilityに示された確率で真の年代が入る。

暦年代較正は約二万年前からAD1950年までが有効であり、該当しないものについては暦年代較正値を

＊＊＊＊＊またはModernと表記し、1け暦年代範囲および2げ暦年代範囲を＊＊＊＊＊と表記する。

また、CalAD1955＊は核実験後の年代を指し、Modernを意味する。ただし、一万年以前のデータはま

だ不完全であるため注意する必要がある。

表1　放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果

測定番号

（測定方法）

試料データ ∂13c pt）B

（‰）

14C 年代

（yrB P ± 1 の

14C 年代を暦年代に較正 した年代

暦年代較正値 1 cT暦年代範囲 （P rob ab ility） 2 0暦年代範囲 （Pro bab ility）

P L D －100 9
（A M S ）

炭化物

資料No．1

－24 ．5 23 50±2 5 cal B C　400 cal B C 4 10－390 （10 0％） Cal B C 515－4 60 （15．2％）

Cal B C 4 15－3 80 （77．5％）

備　考

ModernはAn1950年以降の新しい年代を指す。yrBPはAn1950年から過去へ遡った年代を意味する。

calは較正した暦年代を意味し、実年代との混同を防ぐためにつけられる。また、Probabilityが10％未

満の1げ年代範囲および2び年代範囲については記載を省略した。

引用文献

中村俊夫（2000）放射性炭素年代測定法の基礎。日本先史時代の14C年代、p．3－20．

Stuiver，M．and Reimer，P．J．（1993）Extendedl4c Database and Revised CALIB3．014c Age

Calibration Program，Radiocarbon，35，P．215－230．
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図版1

2　調査区全景（北より）



11号住居跡全景（東より）

2　1号住居跡遺物出土状況（1）（西より）

3　1号住居跡炉跡土層堆積状況（南より）

4　1号住居跡遺物出土状況（2）（南より）



11号墓検出状況（北より）

2　1号墓遺物出土状況（東より）



1　2号墓検出状況（北より）

2　2号蓋遺物出土状況（1）（南より） 3　2号墓遺物出土状況（2）（北より）



1　3号墓・4号墓検出状況（北より）

2　3号墓遺物出土状況（北より）



1　5号墓検出状況（北より）

2　5号墓土層堆積状況（北より） 3　5号墓遺物出土状況（1）（北より）

4　5号墓遺物出土状況（2）（南より） 5　5号墓遺物出土状況（3）（南より）



1　6号墓検出状況（南より）

2　8号墓検出状況（西より）



1　土坑（SF3～16）検出状況（西より）

2　土坑（SF17・19～21）検出状況（東より）

＿．▼ぷ感か、曇

3　2号土坑検出状況（西より）

4　25号土坑検出状況（西より）



1　弥生時代遺物（1）



1　弥生時代遺物（2）
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